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１．はじめに 
 
 長野県では、こどもの自己肯定感の向上をめ

ざして「信州こどもカフェ」という呼称で、家

庭や学校以外のこどもの居場所づくりを推進

してきた。2015 年から 4 年間長野県副知事を

務めた筆者は、子ども支援担当副知事として

「信州こどもカフェ」の普及に積極的に関わっ

てきた。 
 また、地域で SDGs を実現する概念として環

境省は「地域循環共生圏」を、厚生労働省は「地

域共生社会」を提唱し、筆者は、2019 年から環

境省の管理職の立場で地域循環共生圏の推進

にも関わってきた。 
 筆者は、長野県諏訪郡富士見町で 2 人のこど

もを育てる一人の母親でもある。2011 年に富

士見町の母親たちが「こどもの未来をかんがえ

る会（以下、「かんがえる会」という）」を立ち

上げ、給食の放射能物質の測定を通じてこども

の食の安全を確保する活動を展開していた。筆

者は、かんがえる会がこどもの居場所づくりを

始めるタイミングの 2018 年から関わり、信州

こどもカフェの実践を通じて地域循環共生圏

や地域共生社会につながる取組に挑戦をして

きた。これは、筆者の行政官としての哲学、す

なわち、「行政の立場で推進していることを、

住民の立場で自ら関わることで、より良い地域

の活動の展開と地域のニーズに即した政策の

立案にもつなげていく」に基づく行動であった。 
 その後、行政の職を辞し、現在はかんがえる

会の代表としてこどもが真ん中のまちづくり

を実践している。ここでは、こどもを中心とし

た多世代の居場所づくりを通じた地域の SDGs
の実現を目指す実践活動を報告する。 
 
２．信州こどもカフェとは 
 
 こどもの貧困が深刻化する中で、長野県では

2016 年 3 月に「長野県こどもの貧困対策推進

計画」（URL1）を策定し、その中の一つの施策

として「信州こどもカフェ」を掲げた。信州こ

どもカフェは、学校や家庭以外の地域の中での

「一場所多役」のこどもの居場所である。「一

場所多役」とは、「信州こどもカフェ」の特色

を表現する概念であり、図 1 内で記されている

とおり、子どもを中心に、大人や地域等にも相

乗効果をもたらすような居場所を意味する。そ

のため、こどもたちが、地域の人たちと一緒に

食事をしたり、勉強をしたり、悩みを相談する

ことができ、またリユースの仕組により必要な

教材や本などを入手することができる多機能

な居場所を目指している。食やアートなど、こ

どもを支援する多様な技をもった人たちが集

まり、こどもたちの多様な学びを支援する。こ

れにより居場所に来るこどもの自己肯定感を

高め、成長を支えることに加え、こどもを支援

する大人にとって生きがいや交流の場となる

ことも期待している。信州こどもカフェは、こ

ども及びカフェに集う多世代の人たちに双方

にとり多様な意義を持つ一場所多役を実現す

ることを目指している。 
 

 
図 1 信州こどもカフェ 

（長野県資料より） 
 
 このようなこどもの居場所が全国的に広が

る中、2021 年に閣議決定した「こども政策の新

たな推進体制に関する基本方針」では、「全て

のこどもが、安全で安心して過ごせる多くの居

場所を持ちながら、様々な学びや、社会で生き

抜く力を得るための糧となる多様な体験活動

などに接することができ、自己肯定感や自己有
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用感を高め、幸せな状態（Well-being）で成長

し、社会で活躍していけるようにすることの重

要性を、こども政策の基本理念の一つとして掲

げ、政府として「こどもの居場所」づくりを支

援する方針を打ち出している。 
 
３．地域循環共生圏と地域共生社会について 
 
 地域レベルで SDGs の実現を促す取組に関

係して、環境省が「地域循環共生圏」を、厚生

労働省が「地域共生社会」というビジョンや概

念を提唱している。 
 

 
図 2 地域循環共生圏の概念図 

（URL2、「令和 2 年版 環境・循環型社会・生物多
様性白書」 p.65 より） 

 
 地域循環共生圏は、各地域が、水、再生可能

エネルギーといった再生可能資源や交通、建物

といった人工的ストック等の地域固有の多様

な資源を生かしながら、それぞれの地域特性に

応じて異なる資源を持続的に循環させる自律

分散型の地域づくりを実現する考え方である

（URL2）。地域循環共生圏の創造にあたっては、

見過ごされがちだった各地域の足元の資源に

目を向けて価値を見出していくことが、地域に

おける環境・経済・社会の統合的向上に向けた

取組の具体化の第一歩となる（URL3）。また、

岡野（2020）は、地域循環共生圏の実現にあた

っては、地方公共団体、民間企業、金融機関、

市民団体、関係省庁など多様な分野の多様な属

性のプレイヤーとの協働が不可欠と指摘して

いる。 
 また、2016 年 6 月に閣議決定された「ニッ

ポン一億総活躍プラン」では、こども・高齢者・

障碍者など全ての人々が地域、暮らし、生きが

いを共に創り、高め合うことができる「地域共

生社会」の実現が提示されている。これまでの

社会保障制度は、高齢者、障害者、こどもなど

の対象者ごとに、生活に必要な機能ごとに、公

的支援制度の整備と公的支援の充実が図られ

てきたが、昨今、様々な分野の課題が絡み合っ

て複雑化したり、個人や世帯単位で複数分野の

課題を抱え、複合的な支援を必要とする状況が

みられ、対象者ごとに『縦割り』で整備された

公的な支援制度の下で、対応が困難なケースが

浮き彫りとなっている（厚生労働省「我が事・

丸ごと」地域共生社会実現本部 2017）また、

高齢化や人口減少が進み、地域・家庭・職場と

いう人々の生活領域における支え合いの基盤

が弱まってきている。 
 

 
図 3 地域共生社会とは 

（URL4、「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な
参加・協働の推進に関する検討会」 (地域共生社
会推進検討会)最終とりまとめ(概要)」 p.22 より） 

 
 そこで、社会構造の変化や人々の暮らしの変

化を踏まえ、制度・分野ごとの『縦割り』や「支

え手」「受け手」という関係を超えて、地域住

民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と

資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながる

ことで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、

地域をともに創っていく社会を目指す「地域共

生社会」（URL5）の実現に向け、さまざまな地

域福祉政策の変革が行われてきている。 
 「地域循環共生圏」と「地域共生社会」は時

をほぼ同じくして、環境省、厚生労働省それぞ

れが提唱した概念である。2020 年版の環境白

書において、地域の資源が人と人、人と社会と

の「つなぎ手」となることで、多様な人たちの

協働を促し、地域の環境保全を図りながら、幸

せに暮らしていくことのできる地域共生社会

と地域循環共生圏を同時に実現できる可能性

があること、地域循環共生圏づくりを各地で進

めていくためには、人々の日常生活を豊かにす

る地域共生社会を同時に実現できる実践の試

行と普及の重要性を指摘している。 
 
４．一場所多役のカフェ＆スペースひこうせん

と SDGsの地域づくり 
 
 かんがえる会における、一場所多役の信州こ
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どもカフェの立ち上げから「地域共生社会」、

「地域循環共生圏」の実現に向けた小さな挑戦

を以下に紹介する。 
 
(1)カフェ＆スペースひこうせんの活動の展開 
 2018 年、各地で「こども食堂」の取組が始ま

る中、かんがえる会の中心メンバーが、こども

の貧困や不登校などこどもの課題を見聞きす

る中、学校や家庭以外のこどもの居場所づくり

の検討を始めた。 
 また、富士見町の子育て世代の女性は外で働

いているが、その多くが自らが望む仕事ではな

く家計を支えるための仕事となっている。そこ

でかんがえる会では、女性が子育てしながらも

自らの夢を実現できる生きがいづくりという

観点から、カフェ営業の運営も検討していた。

そのような中、信濃境駅前の空き店舗となって

いたカフェを見つけ、そこを賃貸することとし

た。信濃境駅は、長野県と山梨県の県境の駅で

あり、過去は商店街として栄えた駅前も、洋品

店と飲食店の 3 店舗が残るのみでさびれてい

るが、多くの地域の中高生たちはこの駅を利用

して学校に通っている。そこで①こどもの第 3
の居場所づくり、②子育て女性の生きがいの場

づくり、③駅前の活性化という視点をもって、

2020 年 8 月に会を NPO法人化し、カフェ＆ス

ペースひこうせんの活動を始めることとした。 
 

 
図 4 カフェ&スペースひこうせんと地域の課題 

（筆者作成） 
 
 現在は、平日 3日間の放課後の時間帯をこど

もの居場所「ひこうせん」として無料開放して

いる。学習ボランティアとして会員 2名を配置

し、こどもたちが自分らしく過ごすことができ

るよう温かく見守っている。こどもたちは、お

菓子を食べたり、勉強したり、遊んだり自由に

過ごしている。 
 また、月に 1回、アートセラピーの資格を持

つ会員が講師となり、アートの活動によりこど

もたちの創造力や表現力を培うアートセラピ

ーも実施している。 
 昼間の時間帯は、女性の自己実現の場として、

シェアキッチン方式で、複数の会員がランチ・

カフェ営業をしている。シェアキッチンのオー

ナーには売り上げの一部を寄付することで、こ

どもの居場所を支える役割も担っている。 
 このような活動実績が元になり、2021 年度

からは、町の委託事業として、不登校など必要

のある家庭にお弁当を届けることでこどもた

ちをサポートする見守り弁当事業も行ってい

る。また、2022 年度からは、地域の高齢者など

多世代の居場所「えんがわ」を、月に 2回開催

している。 
 このような中、ひこうせんに来るこどもたち

の中で食事が十分とれていないこどもがいる

ことが見えてきた。また、団体当初の子育て世

代の女性だけでなく、幅広い世代の男女がボラ

ンティアとして関わるようになっていた。年配

のボランティアの中には、夫に先立たれていて

孤食をさみしいと感じている人もいた。そこで、

2022 年秋から地域の人たちが安価な価格で夕

食を囲むことができるよう、こどもは無料、大

人は 300円以上で手作りの食事を提供する「ひ

こうせん食堂」を始めることとした。60 代から

80 代のシニアの女性を募り、おいしい食事を

食べて喜ぶこどもたちの笑顔が生きがいとす

る「ババーズ」が、ひこうせん食堂の切り盛り

を担当することとなった。 
 このような居場所づくりを始めることによ

り、農作物や古着、古本など地域の人たちの寄

付により様々なものがひこうせんに集まるよ

うにもなってきた。ひこうせんの店頭には、会

員や地域の人たちが寄付をし、必要とする人た

ちに提供するリユースコーナーを設置してい

る。このリユースコーナーは、地域の様々な人

たちがひこうせんに訪れるきっかけともなっ

ている。 
 このような形でひこうせんは、こどもにとっ

ては勉強、遊び、食事を通じた成長の場、大人

にとっては、交流を楽しみ、役割と生きがいを

得、必要な物や元気をもらう一場所多役の場に

なった。さらに、地域内の食や本、衣類などの

地域資源の循環利用を促すとともに、ひこうせ

んが提供する「食」やリユース品が媒体となっ

て、地域の老若男女が集う多世代の居場所が形

成され、地域循環共生圏と地域共生社会づくり

に貢献する場になっている。 
 
(2)竹プランターづくりを通じた地域循環共生圏・
地域共生社会づくり 
 放置竹林問題は、各地で問題となっている地
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域課題の一つである。竹林が放置されることで、

竹が住宅地に侵入したり、竹が倒れたり、竹林

の土砂災害のリスクが高まるなどの可能性が

ある。 
 筆者が居住する富士見町においても、一部の

地域で高齢化や生活スタイルの変化の中で竹

林が放置されている場所がある。そこで、株式

会社アトリエ DEF という工務店が環境事業チ

ーム立ち上げ、放置竹林の整備をし、竹炭や竹

チップとして有効活用をする「楽しく竹林プロ

ジェクト」を長野県内で展開している。富士見

町では、筆者がコーディネートして、2022 年度

に、合同会社つくえラボという地域づくり団体

と連携して、富士見町の机地区の竹林整備を進

めるとともに、竹林整備の担い手を育成するバ

ンブーマイスターワークショップを講座形式

で行っている。バンブーマイスターとは、竹林

整備や竹の利用にあたって必要な知識や技術

を身に着け、竹林整備の担い手として活躍する

人のことである。アトリエ DEF によるバンブ

ーマイスターの育成や竹林整備のイベント活

動が、後述するような竹を媒介とした地域循環

共生圏と地域共生社会の実現への手がかりが

生まれることになった。 
 そもそも富士見町は長野県の中でも南東部

の位置する高原の町である。また、八ヶ岳、南

アルプス、富士山など日本有数の山々を望む風

景の中で、農業や精密機械産業が営まれてきた。

そのため富士見町では、冷涼な気候を生かした

花やハーブの生産が盛んであるが行っている

農業法人が複数あるが、例えばサムディという

会社は、原種や原種に近い品種 100種類程のハ

ーブや宿根草等の苗を生産、販売している。こ

れまで富士見高校養蜂部と連携して蜜源とな

るハーブガーデンづくり等積極的に地域活動

にかかわっている。 
 新型コロナウイルス禍の中、富士見町でのネ

ットワークが地域内での新たな活動が生まれ

た。前節で紹介したこどもの居場所ひこうせん

では、一般に販売されている除菌スプレーを使

っていた。そこで、サムディ代表の板村浩之氏

からラベンダーなどのハーブに一定の殺菌・除

菌効果があることを伺った。板村氏自身がこど

も支援に協力的であったことから、板村氏をひ

こうせんの講師に招き、ハーブについて学ぶワ

ークショップを開催し、ひこうせんに配置する

除菌スプレーとして地元産のラベンダーウオ

ーターをこどもたちと一緒に作る取組を行っ

ていた。こどもの居場所ひこうせんでは、地域

の関係者とつながりながら、多様なこどもたち

の体験や学びの場を提供することを目指して

いた。 
 このような中、2022 年 3 月に山梨県で開催

された「やまなし環境教育ミーティング 2022」
において、筆者がアトリエ DEF などが進める

竹林整備について発表した。竹林整備を経済的

な観点から進めていくためには、多様な竹の利

用策を編み出していくことが重要であるとこ

ろ、ミーティングの参加者から簡単にできる竹

利用の一つとして竹プランターが有効だとい

う話を聞いた。そこで、これまで関わりのあっ

た、アトリエ DEF、つくえラボ、サムディをつ

なげて、竹プランターワークショップを行い、

こどもたちと一緒にハーブを育てるプロジェ

クトを着想した。 
 アトリエ DEF、つくえラボ、サムディのいず

れも、「こどもたちのためなら」ということで

積極的に協力をしてくれることとなり、2022
年 5 月 23日にひこうせんの居場所活動の一環

として竹プランター作り&ハーブの苗植えイ

ベントを行った。 
 富士見町の机地域で行われたバンブーマイ

スター講座で伐採した竹を活用し、アトリエ

DEF の指導、つくえラボのスタッフのサポー

トの下、こどもたちと一緒に竹を切った。参加

したこどもたちの多くは低学年で、生まれて初

めてのこぎりを使ったというこどもいた。こど

もたちが熱心にのこぎりを使って竹を切り、ト

ンカチとノミを使って苗を植える部分をくり

ぬいた。そのうえで竹炭チップと竹パウダーを

混ぜた土を敷きつけ、サムディが提供してくれ

たハーブの苗を植え、竹プランターを作ること

ができた。こどもたちには作業をしながら、な

ぜ竹を使うのか、竹を使うことが地域の環境保

全につながることを説明しながらワークショ

ップを行った。 
 

 
 

図 5 竹、子供を媒介とした地域循環共生圏と 
地域共生社会の実現 

（筆者作成） 
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 これは、地域のやっかいものとなっている地

域資源である竹を存分に生かし、また富士見の

自然環境を生かして栽培されたハーブの苗を

活用し、小さな循環の輪を作る地域循環共生圏

の実践である。「竹」「ハーブ」といった地域の

資源がつなぎ手となって、「こども」を応援す

るという共通の目的のもと、アトリエ DEF、つ
くえラボ、サムディ及びかんがえる会とひこう

せんに来るこどもたちの協働が実現した。これ

は、地域の環境保全を図りながら、幸せに暮ら

していくことのできる地域共生社会と地域循

環共生圏を同時に実現するソーシャル・イノベ

ーションの実験といえる。 
 
(3)食を通じた地域循環共生圏・地域共生社会づ
くり 
①3団体の連携体制の構築 
 かんがえる会では、これまで町の中心部の公

民館や公園を活用して 1 か月に一度程度、食事

を安価に提供するフードイベントを開催する

ことで、こどもを中心とした多世代の居場所づ

くり活動を行っていた。一方、新型コロナウイ

ルス感染症が広がる中、フードイベントの継続

的な開催が難しい状況になっていた。 
 新型コロナウイルス感染症が 2023 年 5 月 8
日より感染症の予防及び感染症の患者に対す

る医療に関する法律（平成10年法律第114号）

に規定する「5類感染症」に位置づけられたこ

とから、かんがえる会ではこのような食を通じ

たイベントを再開できないか検討を始めてい

た。 
 富士見町の更生保護女性会は、女性の立場か

ら地域における犯罪の予防活動やこどもたち

の健全育成のため、子育て支援活動を行なって

いる。かんがえる会のメンバーの一人が、富士

見町更生保護女性会のメンバーであり、更生保

護女性会の会長が新たな活動を模索していた

ことから、両会の連携可能性の情報交換を始め

ていた。その結果、安全安心な食をこどもたち

に提供するイベントを協働で開催することと

なった。こども向けの食について助言をもらう

ため、更生保護女性会の会長が、町の女性団体

連絡協議会を通じてつきあいのあった富士見

町栄養士会に連携を呼びかけ、かんがえる会・

富士見町更生保護女性会・富士見町栄養士会の

3団体で協働して「サマーこども&ユースフェ

ス」（以下、「フェス」という）を開催すること

になった。フェスは、給食がなくなる夏休み前

に親子で健康的な食事について考えてもらう

イベントとして、町の中心部の公園「ゆめひろ

ば富士見」で 2023 年 7 月 22 日に開催するこ

ととした。メニューは富士見町栄養士会推奨の

高野豆腐を使ったタコライス及び地域の食材

を使ったルバーブ寒天ゼリーを提供すること

とした。 
 
②サマーこども&ユースフェス開催にあたっ

ての協働体制の構築 
 多くのこどもたちにフェスに参加してもら

えるよう、こども・中高生は無料とし、おとな

300 円以上の価格で食事を提供することとし

た。そのため、かんがえる会が活用している補

助金の他、更生保護女性会からの寄付金で賄う

とともに、地域の企業からの協力をあおぐこと

とした。タコライスで使うレタスは、レタス栽

培を大規模に行っている「トップリバー」から、

トマトとトマトケチャップについては、「カゴ

メ野菜生活ファーム」及びカゴメと提携して資

源エネルギー循環型のトマトを生産している

「八ヶ岳みらい菜園」から寄付を受けることが

できることとなった。また、富士見町栄養士会

のメンバーが作っているお米やかんがえる会

がフードドライブで確保していたお米を活用

することとした。寒天ゼリーについては、フェ

スを行うことを新聞のニュースで見た地域の

方々からルバーブとブルーベリーの提供の申

し出を受け、大半の材料を賄うことができた。 
 また、単に食事を提供するだけでなく、夏休

みを健康、安全、楽しく過ごすためのワークシ

ョップの開催も可能な範囲で行うこととした。

更生保護女性会の活動は、こどもたちを犯罪か

ら守るという意味での「安全安心」が重要な視

点であることから、茅野警察署に依頼をし、自

分の身を守るための「護身術のワークショップ」

をイベント内で開催することになった。また、

かんがえる会のメンバーの知り合いを通じ、中

学校の先生と高校生による UV レジンワーク

ショップを打診した。これまでメンバー内で

UV レジンを作っているグループであったが、

今回のフェスを契機に「Misora」という団体名

をつけ、初めてこどもたちに UVレジンを教え

るブースをフェスに出展をすることとした。 
 また、かんがえる会では、ひこうせんとは別

の 10 代の居場所を立ち上げるべく富士見高校

の学生との意見交換の場づくりを始めていた。

その過程で、富士見高校の養蜂部の高校生と交

流する機会があり、フェスのことを共有したと

ころ、養蜂部からこどもたち向けのみつろうク

リームワークショップの出店をしたいとの提

案がなされた。また、UVレジンの Misora の活

動に関わっている女性が富士見高校の総合学

習のサポートも行っていたことから、フェスの
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情報が富士見高校 3 年の先生に伝わり、富士見

高校 3 年の総合学習で結成された 2 つのグル

ープがフェスに参加することとなった。ペット

ボトルのキャップを溶かしてアクセサリーに

し、この技術を地域内に広げることを考えてい

たグループ、ルバンビーという富士見高校のゆ

るキャラを使って地域を活性化することを検

討していたグループである。 
 さらに、フェス当日に公園にタープを設置す

るため、町内の観光リゾートである富士見高原

リゾートに協力を仰いだ。富士見高原リゾート

からはタープの貸与に加え、ユニバーサルツー

リズム普及の一環として、JINRIKI やモバイル

EX 等の山でも車いすを簡単に移動できる乗り

物の体験会を開催したいとの提案をいただく

ことになった。 
 上記のような形で、「こども」のために安全・

安心な「食」を提供したいとの 3団体の想いが

高校生や地域の企業の賛同を集め、結果として

ひこうせんと 9 団体協働でのフェスの開催に

つながった。9団体の構成は、図 6 に示したよ

うに、地域共生社会を実現するネットワークと

なった。 
 当日は、好天に恵まれ、180名を超えるこど

もから大人までの多様な参加者、約 40名の高

校生から大人の主催者側の参加があり約 200
のタコライスと寒天ゼリー及び多様な体験が

できるワークショップを提供するイベントを

成功裏に行うことができた。このフェスは、

こども支援という目的であるが、このフェス

を開催した大人や高校生にとっても、やりが

いと多くの学びのある楽しい一場所多役のイ

ベントにもなったこれは地域の「食」という

資源がつなぎ手となって、「こどもを応援する」

という共通の目的のもと、団体、企業、高校生

が協働し、相乗効果を発揮しながら、幸せに

暮らしていくことのできる地域共生社会と地

域循環共生圏の同時実現につながるイベント

であった。 
 このフェスの取組は、2024 年度は、さらに

主催団体に、富士見町食生活改善推進協議会

を加え、提供する食づくりに子供達の参画を

得るなど活動を発展させていくこととなった。

具体的には、「主催者側が作った食の提供では

食育としては不十分で、子供が作るところか

ら関わるべき」の声や「夏の開催は食中毒の

可能性がある」といった意見も踏まえ、今後

は秋の開催としつつ「イベントから継続的な

仕組みづくりへ」の充実を図っていくことと

した（中島 2024）。 

 
図 6 「サマーこども&ユースフェス」と 

地域循環共生圏・地域共生社会 
（筆者作成） 

 
５．コレクティブインパクトとその実現方策 
 
 米国の John Kania 氏と Mark Kramer 氏が

2011 年にソーシャル・イノベーションを実現

するために「コレクティブインパクト」の重要

性を提唱している。コレクティブインパクトと

はそれぞれに活動をする重要な関係者が、セク

ターを超えて、共通の目標の達成のため社会課

題解決のために相乗効果をもたらす形で取り

組むこと（Kania & Kramer 2021）である。 
 かんがえる会では、竹や食といった地域の資

源を媒体に、「こども」を応援する共通の社会

的な目的のもと、関係者がつながり、市民団体、

高校、企業の枠を超えて、それぞれの強みや役

割を生かしながら、プロジェクトを遂行した。

それにより、長野県が「信州こどもカフェ」の

展開において据えた「一場所多役」の場づくり

が実現した。このことが富士見町においてコレ

クティブインパクトが生み出される機会とな

った。 
 またコレクティブインパクトを生み出すた

めの「つなぎ」を実現したのは、複数の場や団

体に関わるメンバーの働きとこれまでの各団

体との信頼関係づくりが背景にある。例えば、

筆者は、かんがえる会の代表でもあり、アトリ

エ DEF の顧問を務めていた経験や、長野県み

らい基金の休眠預金事業のプログラムオフィ

サー、富士見まちづくりラボメンバーという複

数の役割を担っている。このような複数の立場

で活動することにより各団体のメンバーとの

信頼関係を作り、かつ各団体の資源、強み、ニ

ーズを把握することができる。例えば、アトリ

エ DEF、トップリバーやカゴメ野菜生活ファ

ームとも、これまでの様々な活動の中でコミュ

ニケーションを図っており、その中で企業とし

てそれぞれの活動の地域での理解を深め、子ど

もに対する教育の場を作ることに関心をもっ

ていることを理解していたことから、今回の働
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きかけに対し、快く引き受けてくれることがで

きた。また、更生保護女性会とかんがえる会の

両方に所属しているメンバーが両会をつなぎ

あわせ、また Misora と富士見高校の総合学習

の双方の活動にかかわっていたメンバーが双

方を今回のフェスに結び付けてくれている。 
 さらに、これらの関係者の協働を促したのは、

「こども」を応援するという共通の目的である。

この共通の目的が、老若男女をつなげ、それぞ

れの交流を通じて楽しい場づくりを作り、「支

える側」「支えられる側」という関係を超えて、

人と人、人と社会がつながり、生きがいや役割

を持ち、助けないながら暮らしていく包摂的な

コミュニティづくりにつながったといえる。 
 このような協働関係を構築しながら、コレク

ティブインパクトを発揮する形で、地域資源を

活用しながらこどもの明るい未来を構築する

地域循環共生圏と地域共生社会を同時実現す

るソーシャル・イノベーションの社会実験を続

けていきたい。 
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